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参考となる払出計画の策定手法について 

 

１．はじめに 

○「経済産業省総合資源エネルギー調査会基本政策分科会ガスシステム改革小委員会」において、小売全面自由化に併せて、新たな同時同量制度として「ロードカーブ方式」が実施されることが決定され、同制度の下で、ガス小売事業者は、導管事業者が 

導管ネットワーク全体のあるべき注入計画を策定する上でのベースとなる「払出計画」を策定することとなりました。 

○他方、新たに都市ガス市場に参入される事業者の中には、適切な払出計画を策定するノウハウをお持ちでない方もおられると想定されることから、ガス小売事業者が払出計画を策定する上での参考となる手法を以下のとおり取り纏めましたので、ご活用ください。 

 

２．参考となる手法の基本的な考え方 

○小売事業者は、需要家の過去使用量等を確認し、それをもとに個別に積上げまたは気温補正等を行って、払出計画を作成します。 

なお、気温補正を行う場合は、小売事業者は自ら供給する需要家の過去使用量、検針日、気温実績から回帰分析を行い、補正係数を算定して行います。 

 

業務用 

工業用 

自ら供給する需要家の過去使用量等をもとに個別に積上げ、払出計画を策定。 

※なお、小売事業者が必要と判断する需要家については、需要家へのヒアリング等を実施して払出計画を策定。 

家庭用 自ら供給する需要家の過去使用量、検針日、気温実績から回帰分析で補正係数を算定し、翌日の予測気温から補正を行い、払出計画を策定。 

（注）本手法は、現一般ガス事業者による払出計画の作成手法を取り纏めた「参考例」であり、払出計画と実績値が合致することを保証するものではありません。したがって、当参考例をもとに作成された払出計画により、補償料、精算量等が発生した場合にはご負担

いただくこととなります。また、本手法は、本文書作成時点では最新の作成手法ですが、常に最新の手法であることを保証するものではないことを了承の上でご活用下さい。 

 

３．具体的な方法（X月N日の払出計画の策定方法） 

（１）業務用・工業用の場合 

①月間払出計画の策定（X月） 

○小売事業者は、自らが供給する需要家の過去使用量等をもとに個別に積上げ、月間払出計画（回別ベース）を作成し、検針日数から月ベースに換算することで、Ｘ月の払出エリア・圧力別月間払出計画（月ベース）（ΣＡｍ３）を算定。 

（小売事業者が必要と判断する需要家については、需要家へのヒアリングを実施） 

②日ごとの払出計画の算定（X月の平日・土日の１日あたりの払出量） 

○上記①で算定したＸ月の払出エリア・圧力別月間払出計画（月ベース）（ΣＡｍ３）と平日・土日の払出比率（土曜：α、日曜：β）・日数から、Ｘ月の平日払出日量（Ｂｍ３）、土曜払出日量（Ｃｍ３）、日曜払出日量（Ｄｍ３）を算定（祝日は日曜とみなします。）。 

    ΣＡ＝Ｂ×平日日数＋Ｃ（＝α×Ｂ）×土曜日数＋Ｄ（＝β×Ｂ）×日曜日数 （平日・土日の払出比率は、基本的に小売事業者で決定。ただし、必要に応じて導管事業者を経由して既存小売事業者のサンプルデータを開示することがあります。） 

③Ｎ日の払出計画の確定（X月N日） 

○上記②で算出したＸ月の平日払出日量（Ｂｍ３）、土曜払出日量（Ｃｍ３）、日曜払出日量（Ｄｍ３）に対して、需要家の個別事情等（工場停止や減量生産など）があればそれを考慮して、Ｎ日の払出エリア・圧力別払出計画を確定。 

  なお、発電所などの需要家で、毎日のガス使用量を把握ができる場合には、上記の方法ではなく、その把握できる毎日のガス使用量をＮ日の払出計画としても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日 2 日 3 日 4 日 ・・・ Ｎ日 ・・・ ・・・ 

平日 平日 平日 平日 平日 土曜 日曜 ・・・ 

予定通り稼働 

1 日 2 日 3 日 4 日 ・・・ Ｎ日 ・・・ ・・・ 

平日 平日 平日 平日 平日 土曜 日曜 ・・・ 

予定通り稼働 急きょ、工場停止 予定通り稼働 

Ｘ月の月間払出計画 

① 月間払出計画の算定（X月） 

自ら供給する需要家の過去使用量等をもとに、Ｘ月の月間払出計画を算定。 

（小売事業者が必要と判断する需要家については、需要家へのヒアリングを実施） 

②日ごとの払出計画の算定（X月の平日・土日の１日あたりの払出量） 

Ｘ月の平日・土日日数と払出比率から、平日・土日の１日の払出量を算定。 

③N日の払出計画の確定（X月N日） 

需要家の個別事情等（工場停止等）があればそれを考慮して、払出計画を確定。 

（算定フロー） 
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（２）家庭用の場合 

①気温補正係数の算定 

○小売事業者は、自らが供給する需要家の過去使用量、検針日、気温実績から回帰分析を行い、補正係数を算定。 

（縦軸を過去使用量、横軸を気温実績として回帰式を求め、その傾きが補正係数） 

②予測気温の算定（X月、X+１月） 

○X月（＝X+１月）の予測気温＝気象庁が公表している平年気温（過去３０年の平均気温） 

③月間払出計画（回別ベース）の算定（X月、X+１月） 

○小売事業者は、自らが供給する払出エリア別需要家の過去使用量と上記①②から気温補正等を行い、払出エリア別の月間払出計画（回別ベース）を算定。 

・Ｘ月の月間払出計画＝前年Ｘ月の過去使用量 + 気温補正係数 ×（Ｘ月の予測気温―前年Ｘ月の気温実績） 

・Ｘ+１月の月間払出計画＝前年Ｘ+１月の過去使用量 + 気温補正係数 ×（Ｘ+１月の予測気温―前年Ｘ+１月の気温実績） 

④月間払出計画（月ベース）の算定（X月） 

○上記③で算定Ｘ月と（Ｘ+１）月の月間払出計画と検針日数から、回別ベースを月ベースに換算し、払出エリア別の月間払出計画（月ベース）（ΣＡｍ３）を算定。 

⑤日ごとの払出計画の算定（X月の平日・土日の１日あたりの払出量） 

○上記④で算定したＸ月の払出エリア別月間払出計画（ΣＡｍ３）と平日・土日の払出比率（土曜：α、日曜：β）・日数から、Ｘ月の平日払出日量（Ｂｍ３）、土曜払出日量（Ｃｍ３）、日曜払出日量（Ｄｍ３）を算定（祝日は日曜とみなします。）。 

    ΣＡ＝Ｂ×平日日数＋Ｃ（＝α×Ｂ）×土曜日数＋Ｄ（＝β×Ｂ）×日曜日数  （平日・土日の払出比率は、基本的に小売事業者で決定。ただし、必要に応じて導管事業者を経由して既存小売事業者のサンプルデータを開示することがあります。） 

⑥Ｎ日の払出計画の確定（X月N日） 

○上記⑤で算定した平日払出日量（Ｂｍ３）、土曜払出日量（Ｃｍ３）、日曜払出日量（Ｄｍ３）に対して、補正係数と毎日の予測気温（日本気象協会等のデータ）から補正を行い、Ｎ日の払出エリア別払出計画を確定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日 2 日 3 日 4 日 ・・・ Ｎ日 ・・・ ・・・ 

平日 平日 平日 平日 平日 土曜 日曜 ・・・ 

1 日 2 日 3 日 4 日 ・・・ Ｎ日 ・・・ ・・・ 

Z１℃ Z２℃ Z３℃ Z４℃ ・・・ ZN℃ ・・・ ・・・ 

＜例：気温実績の算定＞ 

○自ら供給する需要家の検針日が同一の需要家をグルーピングし、グループごとに平均気温とそのグループに含まれる需要家数割合

を算定。 

 ※グループの需要家の検針日から、グループごとに当該期間の実績気温（気象庁公表データ）の平均値を算定（平均気温） 

○気温実績＝Σ（グループ①の需要家数割合×平均気温①＋グループ②の需要家数割合×平均気温②・・・） 

 

 

X－１月 X月 X+１月 

検針日 

X月の過去使用量（回別ベース） X+１月の過去使用量（回別ベース） 

回別 

前年（実績） 

X－１月 X月 X+１月 

検針日 

X月の月間払出計画（回別ベース） X+１月の月間払出計画（回別ベース） 

回別 

今年（計画） 
①気温補正係数の算定  

自ら供給する需要家の過去使用量、検針日、気温実績から回帰分析を行い、 

補正係数を算定。 

②予測気温の算定（Ｘ月、Ｘ＋１月） 

気象庁公表の平年気温（過去 30年の平均気温）を予測気温とします。 

③月間払出計画（回別ベース）の算定（X月、X＋１月） 

上記①②を用いて、過去使用量（回別ベース）に気温補正等を行い、 

  X 月と X+１月の月間払出計画（回別ベース）を算定。 

X－１月 X月 X+１月 

検針日 

X月の月間払出計画（月ベース） 

④月間払出計画（月ベース）の算定（X月） 

X月と X+１月の月間払出計画（回別ベース）と検針日数から、回別ベース 

を月ベースに換算し、X月の月間払出計画（月ベース）を算定。 

⑤日ごとの払出計画の算定（X月の土日・平日の１日あたりの払出量） 

Ｘ月の平日・土日日数と払出比率から、平日・土日の１日の払出量を算定。 

⑥N日の払出計画の確定（N日の１日あたりの払出量） 

上記⑤で算定した平日・土日の払出量に対して、毎日の予測気温（日本気象協

会等のデータ）と補正係数から補正を行い、N日の払出計画を確定 

（算定フロー） 

回別 

X－１月 X月 X+１月 

検針日 

グループ①の需要家 

検針日 

グループ②の需要家 

平均気温①＝当該期間の平均 

平均気温②＝当該期間の平均 

X月（回別ベース）の気温実績 
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（３）払出計画の策定に必要なデータ 

 必要なデータ データの入手方法 

業務用 

工業用 

○自ら供給する需要家の過去使用量と検針日（過去 13 ヶ月分） ○需要家の承諾を得た上で、導管事業者に申請してデータ入手、又は 

需要家に依頼して需要家から直接入手 

※小売事業者が必要と判断する需要家については、上記に加えて需要家へのヒアリング等を実施。 

○自ら供給する需要家の今年の検針日計画 ○導管事業者より入手 

家庭用 ○自ら供給する需要家の過去使用量と検針日（過去 13 ヶ月分） ○需要家の承諾を得た上で、導管事業者に申請してデータ入手、又は 

需要家に依頼して需要家から直接入手 

○自ら供給する需要家の今年の検針日計画 ○導管事業者より入手 

○過去の日ごとの気温実績、平年気温（過去３０年） ○気象庁のホームページより入手 

○毎日の予測気温 ○日本気象協会などから入手（日本気象協会のデータを利用する場合は契約申込が必要。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

＜サンプル＞気象庁公表：平年気温（過去３０年平均） 

＜サンプル＞気象庁公表：過去の日ごとの気温実績（例：2016年 4月） 

＜サンプル＞日本気象協会データ：翌日の予測気温（例：2016年５月 19日の予測気温） 


